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はじめに
このたびは、SMARTDAC+ GX10/GX20/GP10/GP20/GM10（以下「GX」、「GP」、「GM」と呼
びます）、およびネットワークモジュール GX90NW-02-PN（以下「PROFINET モジュール」
と呼びます）をお買い上げいただきましてありがとうございます。
このマニュアルは、GX/GP/GM の PROFINET 通信機能の使い方について説明したものです。
PROFINET 通信機能を使用するには、バージョン R5.02 以降の GX/GP/GM 本体と PROFINET
モジュール（以下、GX/GP/GM 本体と PROFINET モジュールをあわせて「本器」と呼びます）
が必要です。
ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、正しくお使いください。
GX/GP/GM 本体のユーザーズマニュアル（GX/GP：IM 04L51B01-01JA、GM：IM 04L55B01-
01JA）とともにご使用ください。
なお、GX/GP/GM のマニュアルとして、下記のものがあります。

●	紙マニュアル
機種 マニュアル名 マニュアル No. 内容
GX/GP Model GX10/GX20/GP10/GP20

ペーパレスレコーダ  
ファーストステップガイド

IM 04L51B01-02JA GX/GP の基本的な操作方法について説明しています。

GM データアクイジションシステム GM
ファーストステップガイド

IM 04L55B01-02JA GM の基本的な操作方法について説明しています。

GX/GP
GM

SMARTDAC+ ご使用上の注意事項 IM 04L51B01-91JA SMARTDAC+ シリーズに共通の注意事項を掲載しています。
ソフトウェア、マニュアル、ラベルのダ
ウンロードおよびインストールについて
/ オープンソースソフトウェアの使用に
ついて

IM 04L61B01-11JA SMARTDAC+ シリーズに共通のソフトウェア、電子マニュア
ルなどのダウンロード先やインストールについて掲載していま
す。

●	ダウンロードの電子マニュアル
最新版のマニュアルは、次のサイトからダウンロードできます。
www.smartdacplus.com/manual/ja/

機種 マニュアル名 マニュアル No. 内容

GX/GP Model GX10/GX20/GP10/GP20
ペーパレスレコーダ  
ファーストステップガイド

IM 04L51B01-02JA 紙マニュアルと同じものです。

Model GX10/GX20/GP10/GP20
ペーパレスレコーダ
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-01JA GX/GP の使い方について説明しています。通信制御コマンド、
および、付加仕様の一部を除きます。

Model GX10/GX20/GP10/GP20
拡張セキュリティ機能（/AS）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-05JA 拡張セキュリティ機能（付加仕様、/AS）の使い方について説
明しています。

GM データアクイジションシステム GM
ファーストステップガイド

IM 04L55B01-02JA 紙マニュアルと同じものです。

データアクイジションシステム GM
ユーザーズマニュアル

IM 04L55B01-01JA GM の使い方について説明しています。通信制御コマンド、お
よび、付加仕様の一部を除きます。

データアクイジションシステム GM
拡張セキュリティ機能 (/AS)
ユーザーズマニュアル

IM 04L55B01-05JA 拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS) の使い方について説明
しています。

GX/GP
GM

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
通信コマンド
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-17JA コマンド制御の通信機能の使い方について説明しています。

SMARTDAC+ スタンダード
ユニバーサルビューア
ユーザーズマニュアル

IM 04L61B01-01JA GX/GP/GM の測定データファイルを表示するソフトウェア（ユ
ニバーサルビューア）の使い方について説明したものです。

SMARTDAC+ スタンダード
ハードウェア設定
ユーザーズマニュアル

IM 04L61B01-02JA GX/GP/GM の各機能の設定データを作成するための PC ソフト
ウェアの使い方について説明したものです。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
マルチバッチ機能（/BT）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-03JA マルチバッチ機能（付加仕様、/BT）の使い方について説明し
ています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
Log スケール（/LG）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-06JA Log スケール（付加仕様、/LG）の使い方について説明してい
ます。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
EtherNet/IP 通信（/E1）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-18JA EtherNet/IP（付加仕様、/E1）インタフェースによる通信機能
の使い方について説明しています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
WT 通信（/E2）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-19JA WT 通信（付加仕様、/E2）の使い方について説明しています。

次ページに続く
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機種 マニュアル名 マニュアル No. 内容

GX/GP
GM

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
OPC-UA サーバ（/E3）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-20JA OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/E3）の使い方について説明し
ています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
SLMP 通信（/E4）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-21JA SLMP 通信機能（付加仕様、/E4）の使い方について説明してい
ます。

Model GX20/GM10
920MHz 無線通信（/CM1、/CS1）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-41JA 920MHz 無線通信（付加仕様、/CM1、/CS1）の使い方につい
て説明しています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
ループ制御機能、プログラム制御機能 ( 
付加仕様、/PG)
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-31JA PID 制御モジュール、ループ制御機能、プログラム制御機能（付
加仕様、/PG）の使い方について説明しています。

Model GX70SM
無線入力ユニット ユーザーズマニュアル

IM 04L57B01-01JA GX70SM の使い方について説明しています。

GX/GP DXA170 DAQStudio
ユーザーズマニュアル

IM 04L41B01-62JA カスタムディスプレイ（付加仕様、/CG）画面の作成について
説明しています。

ご注意
● 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。
● 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ

とがありましたら、お手数ですが、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。
● 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。

QRコード
YOKOGAWA 製品は、機器保全・機器管理業務にお役立ていただくために、製品に QR コー
ドを順次添付して出荷します。QR コードによって、購入製品の機器仕様の確認や、取扱説
明書の参照が可能です。詳細については次の URL をご参照ください。
https://www.yokogawa.co.jp/qr-code
QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

商標
● SMARTDAC+ は、当社の登録商標または商標です。
● Microsoft、MS、Microsoft Edge、および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米

国およびその他の国における登録商標または商標です。
● Adobe および Acrobat は、Adobe Incorporated( アドビ社 ) の登録商標または商標です。
● Google Chrome は、Google LLC の登録商標です。
● 本書に記載している製品名および会社名は、各社の登録商標または商標です。
● 本書では各社の登録商標または商標に、® および™マークを表示していません。

オープンソースソフトウェアの使用について
本製品では、オープンソフトウェアを使用しています。
オープンソフトウェアの使用については、IM 04L61B01-11JA「ソフトウェア、マニュアル、
ラベルのダウンロードおよびインストールについて / オープンソースソフトウェアの使用に
ついて」を参照してください。

履歴
2022 年 9 月 初版発行 2023 年 5 月 2 版発行
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このマニュアルで使用している記号
単位

K 「1024」の意味です。使用例：768K バイト ( ファイル容量 )
k 「1000」の意味です。

注記
本器で使用しているシンボルマークで、人体および本器に危険があ
ることを示すとともに、 その内容についてユーザーズマニュアルを
参照する必要があることを示します。ユーザーズマニュアルでは、
その参照ページに目印として、「 警告」「注意」の用語といっしょに
使用しています。

警告 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険があ
るときに、 その危険を避けるための注意事項が記載されています。

注意 取り扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害
のみが発生する危険があるときに、それを避けるための注意事項が
記載されています。

Note 本器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

参照項目の表記
関連する操作や説明の参照先をこのマークのあとに記述しています。
使用例：  4.1 節

操作説明ページで使用しているシンボル
[　] 画面に表示される文字列を表します。

使用例：[ 電圧 ]
A a # 1 ア 漢あ 使用できる文字種を表します。

 a 記号、 

ア 漢あ

アルファベット大文字、　
数字、 カタカナ、　

A

1 全角文字(漢字、かななど)
アルファベット小文字、 #

文字数の計算方法について
本器では半角の英数字記号以外の文字 ( 半角カタカナを含む ) はすべ
て 2 文字として計算されます。ただし、半角記号の "･", " ﾟ ", "｢", "｣"
は 2 文字として計算されます。

操作 数字で示す順序で各操作をしてください。ここでは、初めて操作を
することを前提に、手順を説明しています。操作内容によっては、
すべての操作を必要としない場合があります。
解説では操作に関する限定事項などを説明しています。

設定画面を示し、 設定内容について説明しています。

解説

パス

内容
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説明方法
このマニュアルでは、本器と Programmable Logic Controller (PLC) を通信接続することを
想定して説明しています。PLC の操作方法についてはそれぞれの取扱説明書をご覧ください。
このマニュアルは、PROFINET を使用したことのある方を対象に書かれています。

このマニュアルで対応している本体バージョン
このマニュアルは、下記のリリースナンバー（主銘板 STYLE のＳ欄を参照）以降、スタイ
ルナンバー（主銘板 STYLE の H 欄を参照）以降の GX/GP/GM10 に対応しています。
機種 リリースナンバー スタイルナンバー
GX10 5 5
GP10
GX20 3
GP20 4
GM10 1

版 製品 説明
1 GX/GP：バージョン 5.02 以降 －

GM：バージョン 5.02 以降
GX90NW：バージョン 1.01.01
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機能の紹介

PROFINET
PROFINET は、PI（PROFIBUS & PROFINET International）が作成した Ethernet ベースの産業
用ネットワークの通信プロトコルです。Ethernet ベースの通信を使うことで、高速の入出
力データ通信、機器のパラメータ監視・設定までの要求に対応できます。
PROFINET をサポートする機器が多数のベンダーから提供されています。当社の GX、GP、
および GM は、PROFINET 通信機能（PROFINET モジュール）を搭載することにより、PLC
などの PROFINET IO コントローラとの通信をサポートしています。

構成機器
・ IO コントローラ
 IO コントローラは、制御プログラムを有する PLC などのコントローラです。システムの

コンフィグレーション時に規定された IO デバイスに対してデータ交換を行います。
・ IO デバイス
 IO デバイスは、IO コントローラがアクセスしてデータの読み書きを行う機器です。 

本器は IO デバイスです。
・ コンフィグレーションツール
 システムを構築するためのツールです。コンフィグレーションソフトウエアをインストー

ルした PC またはソフトウエアそのものです。
・ スイッチ
 ネットワークの中継器です。

・ ケーブル
 PROFINET 通信対応ケーブルを使用します。

PROFINET

GX/GP

IO コントローラ

IOデバイス

スイッチ

IOデバイス

コンフィグレーションツール

GM

Note
PROFINET の詳細については、日本プロフィバス協会から発行されている情報を参照してください。
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機能の紹介

本器でできること
本器は以下の機能を提供します。

・ IO デバイスとして PROFINET のネットワークに参加できます。
・ IO コントローラ（PLC など）と通信できます。
・ 周期通信、非周期通信の両方をサポートします。
・ PLC が本器の内部データにアクセスできます。

データ アクセス
入出力チャネルの測定値 読み出し
演算チャネル *1 の測定値 読み出し
通信チャネル *2 の測定値 書き込み
AO チャネル、DO チャネルの出力値 書き込み（非周期通信）
各チャネルのステータス情報 読み出し
*1 付加仕様（/MT）です。
*2 付加仕様（/MC）です。

下記は使用例です。
・ ネットワーク上の機器のデータを、PLC が本器に記録させることができます。
・ 本器で測定したデータを、PLC が取得できます。

PROFINET 通信のセットアップ
必要な機材

・ GX/GP/GM 本体と GX90NW-02-PN
・ IO コントローラとして PLC（SIEMENS PLC S7-1200、S7-1500 など）
・ コンフィグレーションツール（TIA Portal など）がインストールされた PC
・ PROFINET 対応スイッチ（必要に応じて）
・ PROFINET 通信対応ケーブル

本器のセットアップ
1. PROFINET モジュールの再構築
2. 本器の設定

PROFINET 機器のコンフィグレーション
コンフィグレーションツール（TIA Portal など）で PLC と本器を構築して周期通信を行います。
さらにラダープログラムを作成することで非周期通信を行います。
 周期通信

1. 新規プロジェクトを作成する
2. 本器の GSDML ファイルをインストールする
3. 接続している機器（PLC、本器など）を Catarog から選ぶ
4. 本器を含め IO デバイス機器と IO コントローラ（PLC 等）のネットワークの構成を設

定する
5. PLC と本器を含めて IO デバイスのステーション名、IP アドレスを設定する
6. コンフィグレーションツールと PLC をオンラインにして、PLC と本器の設定を反映さ

せる
 非周期通信

1. プロジェクトを開く
2. ラダープログラムの作成（タグの定義、プログラム作成）
3. コンフィグレーションツールと PLC をオンラインにして、PLC に作成したラダープロ

グラムをダウンロードする
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機能の紹介

設定一覧
GX/GP/GM の設定
GX/GP/GM の Ethernet 通信 

（サーバ）
DHCP ON 設定
IP アドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ
Modbus サーバ設定（On/Off、ポート番号、遅延応答）

PROFINET モジュールの Ethernet 通信 
（クライアント）

IP アドレス
データ更新周期
未更新エラー検出しきい回数

コンフィグレーションツールによる PROFINET の設定
設定が PLC へダウンロードされます。
コンフィグレーション情報
IO コントローラ（PLC）設定 ステーション名

DHCP ON/OFF 設定（OFF 固定）
IP アドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ

IO デバイス #1 設定 ステーション名
DHCP ON/OFF 設定（OFF 固定）
IP アドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ

： ：
IO デバイス #N 設定 ステーション名

DHCP ON/OFF 設定（OFF 固定）
IP アドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ

ラダープログラム

本器へのアクセス
本器は PROFINET 上では、パッシブな機器です。本器がリクエストを開始することはできま
せん。IO コントローラ（PLC）が本器に対してリクエストを開始します。
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本器の準備

PROFINET モジュールの装着
GX10 と GP10 の場合
スロット 2 に PROFINET モジュールを装着します。

GX20 と GP20 の場合
スロット 9 に PROFINET モジュールを装着します。

GMの場合
メインユニットの正面に向かって 1 番左側に PROFINET モジュールを連結します。

GM10 の Ethernet ポート

PROFINET モジュール
（スロット 2に装着）

PROFINET ポート

PROFINET モジュール

GX10（GP10）の背面

GMメインユニット

GX20（GP20）の背面

PROFINET モジュール
（GMメインユニットの正面に
向かって 1番左に連結）

PROFINET モジュール
（スロット 9に装着）

GX10（GP10）の
Ethernet ポート

GX20（GP20）の
Ethernet ポート

Ethernet ポート

Note
PROFINET モジュールの装着位置を間違えると、本器を再構築しても PRPFINET モジュールを認識
できません。
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本器の準備

ケーブルの接続
GX/GP/GM 本体の Ethernet ポートと PROFINET モジュールの Ethernet ポート（2 ポートの
どちらでも可）を Ethernet ケーブル（STP ケーブル、CAT5 以上）*1 で接続します。

・ GX/GP/GM 本体と PROFINET モジュール間は、Modbus プロトコルで通信を行います。
*1：Ethernet ケーブル長は、1m 以下を推奨します。

・ PROFINET モジュールのもう 1 つの Ethernet ポートから Ethernet ネットワークに接続す
ることができます。

 GX/GP/GM 本体のリンク検出動作に制限があります。7 ページの「Ethernet ネット
ワークに接続したときの GX/GP/GM 本体のリンク検出動作制限」をご覧ください。

PROFINET モ ジ ュ ー ル の PROFINET ポ ー ト に PROFINET 通 信 対 応 ケ ー ブ ル を 接 続 し て
PROFINET のネットワークに接続します。

FCC 規格外のプラグを使った Ethernet ケーブルを使用しないでください。故障の原因になります。

本器の設定
PROFINET モジュールの再構築
本体に装着した PROFINET モジュールを認識させるために再構築を行います。
再構築については、以下をご覧ください。

 GX/GP：ユーザーズマニュアル（IM 04L51B01-01JA）の 1.29.4 項「GX/GP を再構築する」
 GM：ユーザーズマニュアル（IM 04L55B01-01JA）の 2.29.4 項「GM を再構築する」

Ethernet 通信機能の設定
DHCP の On/Off、IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを設定します。

Modbus サーバの設定
Modbus を On に設定、その他、ポート番号、Modbus 遅延応答を設定します。

Ethernet 通信機能の設定、Modbus サーバの設定については、以下をご覧ください。
 GX/GP： ユーザーズマニュアル（IM 04L51B01-01JA）の 1.21 節「イーサネット通信機

能を設定する」
 GM： ユーザーズマニュアル（IM 04L55B01-01JA）の 2.22 節「イーサネット通信機能

を設定する」



6 IM 04L51B01-22JA

本器の準備

PROFINET モジュールの設定
パ　ス

GX/GP 本体： MENUキー＞［画面変更］タブ＞［設定］＞設定メニュー［NW モジュール設定］
Web ブラウザ：［設定］タブ＞［NW モジュール設定］
設定ソフト：［NW モジュール設定］

内　容

NWモジュール設定
設定項目 設定範囲または選択肢 初期値
IP アドレス 0.0.0.0 〜 255.255.255.255 0.0.0.0
データ更新周期 100ms/200ms/500ms/1s/2s/5s/10s 1s
未更新エラー検出しきい回数 Off/1/2/5/10/20/50/100 10

IP アドレス
PROFINET モジュールの Ethernet ポート（Modbus クライアント用）の IP アドレスです。

・ GX/GP/GM 本体の設定が DHCP［On］のとき、モジュールも DHCP が有効となり設定は
無効です。

・ GX/GP/GM 本体の IP アドレス、デフォルトゲートウェイと重なっていないこと、GX/
GP/GM 本体の IP アドレスと同じサブネットマスクであることを確認してください。

データ更新周期
データを更新する周期です。

未更新エラー検出しきい回数
GX/GP/GM 本体の負荷や Ethernet のネットワーク状態により、データの未更新がおこる場
合があります。設定した回数のデータ未更新が連続して発生した場合に、診断情報を IO コ
ントローラに発信します。データが更新されると、IO コントローラへの発信を止めます。

・ 診断情報発信中は、モジュールステータス LED が緑点滅します。
 26 ページの「トラブルシューティング」をご覧ください。

DHCP 利用時の PROFINET モジュールの IP アドレス取得 /解放
GX/GP の場合
ネットワーク情報画面を表示して下記の操作をします。
 MENUキー＞［個別メニュー］タブ＞［IP アドレス取得］または［IP アドレス解放］
GM の場合
 IP アドレス設定ソフトにより、［IP アドレス自動取得］を選択する、または［解放］ボタ

ンを選択します。

PROFINET モジュール使用時の制限
モジュールの制限

・ PROFINET モジュールは、GX/GP/GM 本体に 1 モジュールのみ使用できます。
・ PROFINET モジュールと拡張モジュール（GX90EX）は、同時には使用できません。
・ 拡張ユニット（GX60）および GM サブユニットでは使用できません。
また、本器のモデルごとに以下の制限があります。
GX10 と GP10

・ GX90UT と GX90YA は、どちらか 1 モジュールまで装着できます。
・ 電源電圧仕様コード「2」（12V DC）の GP10 には装着できません。
GX20 と GP20

・ GX90UT を含む場合、GX90NW を含め最大 7 モジュールまで装着できます。
・ GX90XA-10-T1 を含む場合、GX90NW を含め最大８モジュールまで装着できます。
GM メインユニット

・ GX90XA または GX90YA を含む場合、GX90NW を含めて 6 モジュールまで接続できます。
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本器の準備

Modbus サーバ機能の制限
・ Modbus サーバの接続数：最大 2

通信チャネル利用時の制限
PROFINET の周期通信では、PLC より以下の通信チャネルに対して常に書き込みを行います。
機種 通信チャネル
GX10/GP10 C001〜 C020
GX20/GP20/GM10 C001〜 C050
ほかの機能で通信チャネルを利用する場合は、上記チャネルの利用の有無を確認し、書き
込みが競合しているときは、競合を避けるように設定を変更してください。

・ 無線入力ユニット GX70SM 利用時（GX20/GP20/GM10 の場合）
 競合するチャネル C001 〜 C050 は、無線入力ユニット番号 1 〜 10 に対応します。
 無線入力ユニット番号 1 〜 10 利用時は、ユニット番号を変更（無線入力ユニット再構築）

する必要があります。無線入力ユニットの再構築については、以下をご覧ください。
 GX70SM 無線入力ユニット ユーザーズマニュアル（IM 04L57B01-01JA）

Ethernet ネットワークに接続したときのGX/GP/GM本体のリンク検出動作制限
・ PROFINET モジュールと Ethernet ネットワークのリンク状態を、GX/GP/GM 本体の汎用

通信ログ画面で確認することはできません。
・ Ethernet ネットワークのリンク状態が変わっても、以下のメッセージは表示されません。
 「821 イーサネットケーブルの接続を検出しました」
 「822 イーサネットケーブルの接続解除を検出しました」

・ DHCP 利用時は、電源投入後、Ethernet ネットワークとの接続 / 切断に連動した IP アド
レスの取得 / 解放動作をしません。

・ IP アドレス未取得時に、Ethernet ネットワークに接続しても、GX/GP/GM 本体と
PROFINET モジュールは、IP アドレスを取得しません。

・ IP アドレス取得時に、Ethernet ネットワークから切断しても、GX/GP/GM 本体と
PROFINET モジュールは、IP アドレスを解放しません。

 IP アドレスの取得 / 解放が必要な場合は、6 ページの「DHCP 利用時の PROFINET
モジュールの IP アドレス取得 / 解放」をご覧ください。

・ E メール /FTP クライアント利用時は、Ethernet ネットワークのケーブルが外れている場
合、表示されるエラーメッセージが以下のようになります。

 「658 SMTP サーバにコネクションできませんでした。」
 「692 FTP コントロールコネクションにエラーが発生しました。」
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PLC の準備

GSDMLファイル
インストール
ネットワークに本器を参加させるためには、最初に、コンフィグレーションツールへ本器の
デバイスプロファイル（GSDML ファイル、General Station Description Markup Language）
をインストールすることが必要です。PLC は GSDML ファイルの情報をもとに、本器と通信
します。
コンフィグレーションツールの使用方法については、コンフィグレーションツールの取扱
説明書をご覧ください。

PROFINET

GX/GP

IO コントローラ

IOデバイス

コンフィグレーションツール

スイッチ

GM

GSDML
ファイル

GSDML
ファイル

GSDML ファイルの入手方法
当社のホームページから入手してください。
URL：www.smartdacplus.com/software/ja/

GSDML ファイルの内容
ファイル名 内容
GSDML-V2.42-Yokogawa-SMARTDACplus-YYYYMMDD.xml

（YYYYMMDD：このファイルのリリース日（例：20220401））
本器のデバイスプロファイル

GSDML-0037-0400-SMARTDACplus.bmp GSDML ファイルから参照されるアイ
コン画像ファイル

システムの構築
コンフィグレーションツールで通信の内容を設定します。
コンフィグレーションツールと PLC の使用方法については、それぞれの取扱説明書をご覧
ください。
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周期通信によるデータアクセス

PROFINET コンフィグレーション後、PLC は本器の GSDML ファイルの情報に従い、データ
交換が可能になります。

動作
GX/GP/GM 本体と PROFINET モジュール間の Modbus 通信開始後、PLC との PROFINET 通信
が自動的に開始されます。

アクセス可能なチャネル
チャネル種類 形名 アクセス可能なチャネル

入出力
GX10/GP10 0001 〜 0010、0101 〜 0110
GX20/GP20/GM10 0001 〜 0010、0101 〜 0110、0201 〜 0210、

0301 〜 0310、0401 〜 0410

演算 *1 GX10/GP10
GX20/GP20/GM10

A001 〜 A050

通信 *2 GX10/GP10 C001 〜 C020
GX20/GP20/GM10 C001 〜 C050

*1 演算 ( 付加仕様、/MT）付きの場合
*2 通信チャネル機能（付加仕様、/MC）付きの場合

読み出し可能なデータ： 入 出 力 チ ャ ネ ル、 演 算 チ ャ ネ ル の 測 定 値 と ス テ ー タ ス 情 報 
通信チャネルのステータス情報

書き込み可能なデータ：通信チャネルの測定値

ステータス情報

５ビット

ステータス情報 アラーム一覧

0

予備領域

エラーコード

RJCエラー
A/D校正値エラー

レベル1

レベル2
レベル3

レベル4

2Byte

上位 下位

4ビット0 0 0 0

エラーコード 意味
0 エラーなし
1 スキップ
2 ＋オーバ
3 －オーバ
4 ＋バーンアウト
5 －バーンアウト
6 A/D エラー
7 Invalid データ
16 演算エラー
17 通信エラー

入出力チャネルが PID 制御モジュールの場合は 28 ページの「付録」をご覧ください。
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データマッピング
アクセス可能なデータは以下のとおりです。
Device Access Point (DAP) Name：GX90NW

モジュール名 Direction 型 個数 内容

IO_CH_Value Read INT32 50
アクセス可能な入出力チャネルの測定値を読
み出します。

MATH_CH_Value Read INT32 50
アクセス可能な演算チャネルの測定値を読み
出します。

IO_CH_Status Read INT16 50
アクセス可能な入出力チャネルのステータス
を読み出します。

MATH_CH_Status Read INT16 50
アクセス可能な演算チャネルのステータスを
読み出します。

COM_CH_Status Read INT16 50
アクセス可能な通信チャネルのステータスを
読み出します。

Update_Counter Read UINT32 1
データ更新カウンタです。
更新するたびにインクリメントします。

COM_CH_Value Write INT32 50
アクセス可能な通信チャネルの測定値を書き
込みます。

通信チャネルのウォッチドッグタイマ
通信チャネルの書き込みを行う場合は、通信チャネルのウォッチドッグタイマを使用する
ことを推奨します。

・ ネットワークの通信障害などで、通信チャネルのデータが更新されないとき、ウォッチ
ドッグタイマの設定により、データ未更新を検出し、プリセット値または最終値にデー
タを置き換えることができます。
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PLC 上でラダープログラムを作成することにより、データ交換、制御操作が可能になります。

動作
PLC は、各データに対応する番号（INDEX）を指定して読み書きを行います。
コマンドエラー、Modbus タイムアウト（通信エラー）などが起きたときは、PLC にエラー
レスポンスを返すことで通知します。

アクセス可能なチャネル
拡張チャネルを除く、すべての入出力チャネル、すべての演算チャネル（/MT）、すべての
通信チャネル（/MC）にアクセスすることが可能です。

読み出し可能なデータ：全種類のチャネルの測定値とステータス情報 *
書き込み可能なデータ：通信チャネルの測定値および AO チャネル、DO チャネルの出力値

* ステータス情報の内容は、「周期通信によるデータアクセス」をご覧ください。
IO チャネルの書き込みは、1CH 単位（INDEX10001 〜 10950）で行ってください。

制御操作
以下の制御が可能です。

・ 記録スタート / ストップ
・ 演算操作
・ メッセージの書き込み
・ バッチ情報の読み書き
・ アラーム設定の読み書き
・ アラーム ACK

Note
制御アラームステータスの読み出し、制御アラーム設定の読み書き、制御アラーム ACK の操作は
できません。

ラダープログラム例
読み出し 書き込み
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非周期通信によるデータアクセス

データマッピング
アクセス可能なデータは以下のとおりです。

INDEX データ Direction
サイズ

（byte）
型 配列 内容

101

アラーム設定 
（チャネルタイプ）

Read/Write 12 INT16

0
1：入出力チャネル
2：演算チャネル
3：通信チャネル

(Write) アラーム設定
の書き込み
(Read) 次 INDEX の
チャネル、アラームレ
ベルの設定値読み出し

アラーム設定 
（チャネル番号）

1
入出力チャネル：1 〜 6932
演算チャネル：1 〜 200
通信チャネル：1 〜 500

アラーム設定 
（アラームレベル）

2 1 〜 4：アラームレベル

アラーム種類
3

0：OFF
1： 上限アラーム
2： 下限アラーム
3： 変化率上限アラーム
4： 変化率下限アラーム
5： ディレイ上限アラーム
6： ディレイ下限アラーム
7： 差上限アラーム
8： 差下限アラーム
10：プロファイル上限アラー
ム
11：プロファイル下限アラー
ム

アラーム値
4 アラーム値の下位ワード

5 アラーム値の上位ワード

102

アラーム設定 
（チャネルタイプ）

Read/Write 6 INT16

0
1：入出力チャネル
2：演算チャネル
3：通信チャネル アラーム設定を読み出

す、チャネル、レベル
を指定

アラーム設定 
（チャネル番号）

1
入出力チャネル：1 〜 6932
演算チャネル：1 〜 200
通信チャネル：1 〜 500

アラーム設定 
（アラームレベル）

2 1 〜 4：アラームレベル

103

アラームディレイ設定 
（チャネルタイプ）

Read/Write 8 INT16

0
1：入出力チャネル
2：演算チャネル
3：通信チャネル (Write) アラームディ

レイ設定の書き込み
(Read) 次 INDEX の
チャネルの設定値読み
出し

アラームディレイ設定 
（チャネル番号）

1
入出力チャネル：1 〜 6932
演算チャネル：1 〜 200
通信チャネル：1 〜 500

アラームディレイ
2

アラームディレイ秒数の下位
ワード

3
アラームディレイ秒数の上位
ワード

104

アラームディレイ設定 
（チャネルタイプ）

Read/Write 4 INT16

0
1：入出力チャネル
2：演算チャネル
3：通信チャネル

アラームディレイ設定
を読み出すチャネルを
指定アラームディレイ設定 

（チャネル番号）
1

入出力チャネル：1 〜 6932
演算チャネル：1 〜 200
通信チャネル：1 〜 500

次ページに続く
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INDEX データ Direction
サイズ

（byte）
型 配列 内容

113
バッチ、ロット番号 

（マルチバッチ対応）
Read/Write 58 INT16

0

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」

（Write）バッチ、ロッ
ト番号設定の書き込み

（Read）次 INDEX のバッ
チグループ番号の設定
値読み出し
マルチバッチなしのと
きは、バッチグループ
番号は「1」

1

ロット番号の下位データ
Read 時は上記のバッチグルー
プ番号に対応したロット番号
対応するバッチグループ番号
が存在しない場合は「0」

2

ロット番号の上位データ
Read 時は上記のバッチグルー
プ番号に対応したロット番号
対応するバッチグループ番号
が存在しない場合は「0」

3

バッチ番号
UTF-8 文字列（2 バイト分）
半角最大 32 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグルー
プ番号に対応したバッチ番号
対応するバッチグループ番号
が存在しない場合は NULL 文
字

： ：

28

バッチ番号
UTF-8 文字列（2 バイト分）
半角最大 32 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグルー
プ番号に対応したバッチ番号
対応するバッチグループ番号
が存在しない場合は NULL 文
字

114
バッチ、ロット番号 

（マルチバッチ対応）
Read/Write 2 INT16 0

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」

バッチ、ロット番号を
読み出すバッチグルー
プ番号の指定

次ページに続く
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INDEX データ Direction
サイズ

（byte）
型 配列 内容

115 バッチコメント Read/Write 56 INT16

０

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」
マルチバッチなしの場合：1

(Write) バッチコメント
設定の書き込み
(Read) 次 INDEX のバッ
チグループ番号の設定
値の読み出し

1

バッチコメント番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチコメント番号
初期値：「0」

2

コメント文字
UTF-8 文字列（2 バイト分）
半角最大 50 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグルー
プ番号とバッチコメント番号
に対応したバッチコメント文
字列
対応するバッチグループ番号
やバッチコメント番号が存在
しない場合は NULL 文字

： ：

27

コメント文字
UTF-8 文字列（2 バイト分）
半角最大 50 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグルー
プ番号とバッチコメント番号
に対応したバッチコメント文
字列
対応するバッチグループ番号
やバッチコメント番号が存在
しない場合は NULL 文字

(Write) バッチコメント
設定の書き込み
(Read) 次 INDEX のバッ
チグループ番号の設定
値の読み出し

116 バッチコメント Read/Write 4 INT16

０

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」
マルチバッチなしの場合：1

バッチコメントを読み
出すバッチグループ番
号、バッチコメント番
号の指定

1

バッチコメント番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチコメント番号
初期値：「0」
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117 テキストフィールドタイトル Read/Write 56 INT16

0

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」
マルチバッチなしの場合：1

(Write) バッチテキスト
フィールドタイトル設
定の書き込み
(Read) 次 INDEX のバッ
チグループ番号の設定
値の読み出し
マルチバッチなしのと
きは、バッチグループ
番号は１

1

バッチテキスト
テキストフィールド番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチテキストフィールド
番号
初期値：「0」

2

テキストフィールドタイトル
UTF-8 文字列（2 バイト分）
半角最大 20 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグ
ループ番号とバッチテキスト
フィールド番号に対応した
バッチフィールドタイトル文
字列
対応するバッチグループ番号
やバッチテキストフィールド
番号が存在しない場合は NULL 
文字

： ：

27

テキストフィールドタイトル
UTF-8 文字列（2 バイト分）
半角最大 20 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグ
ループ番号とバッチテキスト
フィールド番号に対応した
バッチフィールドタイトル文
字列
対応するバッチグループ番号
やバッチテキストフィールド
番号が存在しない場合は NULL 
文字

118 テキストフィールドタイトル Read/Write 4 INT16

0

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」
マルチバッチなしの場合：1

バッチテキストフィー
ルドタイトルを読み出
すバッチグループ番
号、テキストフィール
ド番号の指定

1

バッチテキスト
テキストフィールド番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチテキストフィールド
番号
初期値：「0」
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INDEX データ Direction
サイズ

（byte）
型 配列 内容

119
バッチテキストフィールド 
文字列

Read/Write 56 INT16

0

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」
マルチバッチなしの場合：1

(Write) バッチテキスト
フィールド文字列設定
の書き込み
(Read) 次 INDEX のバッ
チグループ番号の設定
値の読み出し

1

バッチテキスト
テキストフィールド番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチテキストフィールド
番号
初期値：「0」

2

テキストフィールド文字列
UTF-8 文字列 (2 バイト分 )
半角最大 30 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグ
ループ番号とバッチテキスト
フィールド番号に対応した
バッチフィールド文字列
対応するバッチグループ番号
やバッチテキストフィールド
番号が存在しない場合は NULL 
文字

： ：

27

テキストフィールド文字列
UTF-8 文字列 (2 バイト分 )
半角最大 30 文字 [ 最後に終端
文字’ \0’ を付ける ]
Read 時は上記のバッチグ
ループ番号とバッチテキスト
フィールド番号に対応した
バッチフィールド文字列
対応するバッチグループ番号
やバッチテキストフィールド
番号が存在しない場合は NULL 
文字

120
バッチテキストフィールド 
文字列

Read/Write 4 INT16

0

1 〜 12：バッチグループ番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチグループ番号
初期値：「0」
マルチバッチなしの場合：1

バッチテキストフィー
ルド文字を読み出す
バッチグループ番号、
テキストフィールド番
号の指定

1

バッチテキスト
テキストフィールド番号
Read 時は前回書き込みを行っ
たバッチテキストフィールド
番号
初期値：「0」
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サイズ
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131

メッセージ書き込み
（書き込み方法指定）

Read/Write 60 INT16

0
0：Read 時は常に「0」
1：プリセットメッセージ書き込み
2：フリーメッセージ書き込み

メッセージ書き込み
（メッセージ番号）

1
0：Read 時は常に「0」
プリセットの場合：1 〜 100
フリーの場合：1 〜 10

メッセージ書き込み
（書き込み先指定 )

2
0： 全画面グループ指定、Read 時は常に「0」
1 〜：指定画面グループ指定

メッセージ書き込み
( バッチグループ番号 )

3
0：Read 時は常に「0」
1 〜：バッチグループ番号

メッセージ書き込み
( フリーメッセージ )

4

0：Read 時は常に「0」
UTF-8 文字列 (2 バイト分 )
半角最大 32 文字
プリセットの場合無視
最後に終端文字をつけること

： ： ：

メッセージ書き込み
( フリーメッセージ )

29

0：Read 時は常に「0」
UTF-8 文字列 (2 バイト分 )
半角最大 32 文字
プリセットの場合無視
最後に終端文字をつけること

132

メッセージ書き込み

Read/Write 8 INT16

0
0：Read 時は常に「0」
1：プリセットメッセージ書き
込み

プリセットメッセージ
専用

メッセージ書き込み
（メッセージ番号）

1
0：Read 時は常に「0」
1 〜 100：プリセットメッセー
ジ

メッセージ書き込み
（書き込み先指定 )

2
0： 全画面グループ指定、Read 

時は常に「0」
1 〜：指定画面グループ指定

メッセージ書き込み
( バッチグループ番号 )

3
0：Read 時は常に「0」
1 〜：バッチグループ番号

141 全アラーム ACK Read/Write 2 INT16 0
0：Read 時は常に「0」
1：アラーム出力解除

142 個別アラーム ACK Read/Write 6 INT16

0

アラーム ACK チャネルタイプ指定
0：Read 時は常に「0」
1：入出力チャネル
2：演算チャネル
3：通信チャネル

1

アラーム ACK チャネル番号指定
0：Read 時は常に「0」
入出力チャネル：1 〜 6932
演算チャネル：1 〜 200
通信チャネル：1 〜 500

2

アラーム ACK アラームレベル指定
0：Read 時は常に「0」
1：アラームレベル 1 ACK
2：アラームレベル 2 ACK
3：アラームレベル 3 ACK
4：アラームレベル 4 ACK

301
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチなし）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ
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INDEX データ Direction
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（byte）
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302
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 2）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

303
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 3）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

304
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 4）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

305
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 5）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

306
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 6）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

307
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 7）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

308
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 8）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

309
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 9）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

310
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 10）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

311
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 11）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

312
記録のスタート / ストップ 

（マルチバッチ番号 12）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：記録スタート
2：記録ストップ

351
演算操作（マルチバッチなし、
またはマルチバッチ番号１）

Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

352
演算操作 

（マルチバッチ番号 2）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

353
演算操作 

（マルチバッチ番号 3）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

354
演算操作 

（マルチバッチ番号 4）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）
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355
演算操作 

（マルチバッチ番号 5）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

356
演算操作 

（マルチバッチ番号 6）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

357
演算操作 

（マルチバッチ番号 7）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

358
演算操作 

（マルチバッチ番号 8）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

359
演算操作 

（マルチバッチ番号 9）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

360
演算操作 

（マルチバッチ番号 10）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

361
演算操作 

（マルチバッチ番号 11）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

362
演算操作 

（マルチバッチ番号 12）
Read/Write 2 INT16 0

0：Read 時は常に「0」
1：演算スタート（全体）
2：演算ストップ（全体）
3：演算リセット（バッチ毎）
4： 演算抜けステータス表示の解除（全体）

1000

スロット 0
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0001
：
0010

： ： ： ： ： ：

1004 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0041
：
0050
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1010

スロット 1
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0101
：
0110

： ： ： ： ： ：

1014 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0141
：
0150

1020

スロット 2
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0201
：
0210

： ： ： ： ： ：

1024 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0241
：
0250

1030

スロット 3
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0301
：
0310

： ： ： ： ： ：

1034 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0341
：
0350

1040

スロット 4
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0401
：
0410

： ： ： ： ： ：

1044 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0441
：
0450

1050

スロット 5
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0501
：
0510

： ： ： ： ： ：

1054 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0541
：
0550

1060

スロット 6
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0601
：
0610

： ： ： ： ： ：

1064 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0641
：
0650

1070

スロット 7
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0701
：
0710

： ： ： ： ： ：

1074 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0741
：
0750
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1080

スロット 8
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0801
：
0810

： ： ： ： ： ：

1084 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0841
：
0850

1090

スロット 9
I/O チャネルの測定値 

（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

0901
：
0910

： ： ： ： ： ：

1094 Read/Write 40 INT32
0
：
9

0941
：
0950

1700

 演算チャネルの測定値 
（10CH 単位アクセス）
（Read Only）

Read 40 INT32
0
：
9

A001
：
A010

： ： ： ： ： ：

1719 Read 40 INT32
0
：
9

A191
：
A200

1800

 通信チャネルの測定値 
（10CH 単位アクセス）

Read/Write 40 INT32
0
：
9

C001
：
C010

： ： ： ： ： ：

1849 Read/Write 40 INT32
0
：
9

C491
：
C500

2000

スロット 0
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0001
：
0010

： ： ： ： ：

2004 Read 20 INT16
0
：
9

0041
：
0050

2010

スロット 1
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0101
：
0110

： ： ： ： ： ：

2014 Read 20 INT16
0
：
9

0141
：
0150

2020

スロット 2
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0201
：
0210

： ： ： ： ： ：

2024 Read 20 INT16
0
：
9

0241
：
0250
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2030

スロット 3
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0301
：
0310

： ： ： ： ： ：

2034 Read 20 INT16
0
：
9

0341
：
0350

2040

スロット 4
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0401
：
0410

： ： ： ： ： ：

2044 Read 20 INT16
0
：
9

0441
：
0450

2050

スロット 5
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0501
：
0510

： ： ： ： ： ：

2054 Read 20 INT16
0
：
9

0541
：
0550

2060

スロット 6
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0601
：
0610

： ： ： ： ： ：

2064 Read 20 INT16
0
：
9

0641
：
0650

2070

スロット 7 
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0701
：
0710

： ： ： ： ： ：

2074 Read 20 INT16
0
：
9

0741
：
0750

2080

スロット 8 
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0801
：
0810

： ： ： ： ： ：

2084 Read 20 INT16
0
：
9

0841
：
0850

2090

 スロット 9
I/O チャネルのステータス

（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

0901
：
0910

： ： ： ： ： ：

2094 Read 20 INT16
0
：
9

0941
：
0950
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2700

 演算チャネルのステータス
（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

A001
：
A010

： ： ： ： ： ：

2719 Read 20 INT16
0
：
9

A191
：
A200

2800

 通信チャネルのステータス
（10CH 単位アクセス）

Read 20 INT16
0
：
9

C001
：
C010

： ： ： ： ： ：

2849 Read 20 INT16
0
：
9

C491
：
C500

10001

 I/O チャネルの測定値 
（1CH 単位アクセス）

Read/Write 4 INT32 0 0001
Read/Write は、各チャ
ネルの属性に従う。
AO/DO チャネル、PID
の一部のチャネルは
Write 可能。それ以外
は Read のみ。

： ： ： ： ： ：

10950 Read/Write 4 INT32 0 0950

17001

演算チャネルの測定値 
（1CH 単位アクセス）

Read 4 INT32 0 A001

： ： ： ： ： ：

17200 Read 4 INT32 0 A200

18001
通信チャネルの測定値 

（1CH 単位アクセス）

Read/Write 4 INT32 0 C001

： ： ： ： ： ：

18500 Read/Write 4 INT32 0 C500

I&M 機能

INDEX 名前 Direction 内容

0xAFF0 I&M0 Read

ベンダー ID
オーダー ID
シリアルナンバー
ハードウエアバージョン
ソフトウエアバージョン (Major . Minor . Build)

0xAFF1 I&M1 Read/Write
タグ名（32byte）
ロケーション（22byte）

0xAFF2 I&M2 Read/Write 立ち上げ日（16byte）

0xAFF3 I&M3 Read/Write コメント（54byte）
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PROFINET モジュール仕様

PROFINET モジュールの基本仕様です。

PROFINET 仕様
仕様 内容
種類 PROFINET IOデバイス
アプリケーション General
リアルタイムクラス RT_CLASS_1、RT_CLASS_UDP
利用している通信 周期通信、非周期通信、診断通信
コンフォーマンスクラス B
Netloadクラス III
PROFINETポート 2ポート（リング接続（MRPクライアント）に対応）
製品名 SMARTDACplus
ベンダー Yokogawa Electric Corporation
ベンダー ID 0x0037
デバイス ID 0x0400
オーダー番号 GX90NW-02-PN

特定状況での出力動作
状況 出力動作
IOPS=BADの場合 IOPS=BADのサブモジュールの I/Oデータがゼロで置換された

ことが通知されます。モジュールの入力データは更新されませ
ん。

接続が中断された場合 すべてのサブモジュールの I/Oデータがゼロで置換されたこと
がネットワークに通知されます。モジュールの入力データは更
新されません。

電源投入時 すべてのサブモジュールの I/Oデータがゼロで置換されたこと
がネットワークに通知されます。モジュールの入力データは更
新されません。

ハードウェア仕様
PROFINET ポート

仕様 内容
通信速度 10BASE-T/100BASE-TX（Auto）
ポート数 2ポート
MDI MDI/MDI-X（Auto）
接続ケーブル PROFINET 通信対応ケーブル *

最大通信距離 100m
コネクタ RJ-45

*  詳細は、「PROFIBUS and PROFINET International」が公開している
PROFINET のケーブルに関するガイドラインをご覧ください。

Ethernet ポート

仕様 内容
通信速度 10BASE-T/100BASE-TX（Auto）
ポート数 2ポート
MDI MDI/MDI-X（Auto）
接続ケーブル STP ケーブル、CAT5 以上
最大通信距離 100m
コネクタ RJ-45
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PROFINET モジュール仕様

PROFINET モジュールの各部名称

     

READY

FAIL
ACT

MS (Module Status)

Port1 Speed

Port1 Link/Activity
Port2 Speed

Port2 Link/Activity

PROFINET Port1 Link/Activity
Port2 Link/Activity

NS (Network Status)

Ethernet

名前 LED 説明
READY 緑 CPU正常時点灯
ACT 緑 PROFINET正常時点灯
FAIL 赤 システム異常時点灯

PROFINET
(Port1/
Port2)

NS (Network Status)
緑 IOコントローラとの通信確立時点灯
赤 PROFINETの通信設定が未設定時点滅

MS (Module Status)
緑 正常時（モジュール起動時）
赤 PROFINET異常時

Link/Activity 緑 LINK時点灯、通信時点滅
Ethernet
(Port1/
Port2)

Speed 橙 100Mbps点灯、10Mbps消灯

Link/Activity 緑 LINK時点灯、通信時点滅
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トラブルシューティング

PROFINET モジュールの動作と説明
PROFINET モジュールの動作 説明／対処方法READY ACT FAIL NS MS

緑点灯 /
消灯

緑点灯 /
消灯

赤点灯 消灯 消灯
CPU 異常です。
リブートを繰り返す場合は、サービスに連絡してくだ
さい。

消灯 消灯 赤点灯 消灯 消灯
ファームウェアの読み込み失敗です。
サービスに連絡してください。

緑点灯 消灯 赤点滅 消灯 消灯
正しく起動できません。
サービスに連絡してください。

消灯 消灯 赤点灯 消灯 消灯
DRAM 異常です。
サービスに連絡してください。

緑点灯 緑点灯 赤点滅 消灯 消灯
通常モードになっていません。
サービスに連絡してください。

消灯 緑点滅 赤点灯 消灯 消灯

ファームウェア読み出し失敗です。
ファームウェアのアップデートをやり直してくださ
い。正常に戻らない場合はサービスに連絡してくださ
い。

消灯 緑点灯 赤点滅 消灯 消灯
通常モードになっていません。
サービスに連絡してください。

緑点滅 緑点灯 赤点灯 消灯 消灯
システムデータ異常です。
サービスに連絡してください。

緑点滅 緑点灯 赤点灯 消灯 消灯
ハードウエア 異常です。
サービスに連絡してください。

消灯 消灯 赤点滅 消灯 消灯
PROFINET モジュールの装着異常です。
メインユニットの正しいスロット位置に PROFINET モ
ジュールが装着しているか確認してください。

緑点灯 消灯 消灯 消灯 消灯

PROFINET モジュールが再構築されていない、または
本体と PROFINET モジュールの Ethernet 接続異常です。

・再構築していない場合は、再構築してください。
・ Ethernet ケーブル、Ethernet の IP アドレスの設定を

確認してください。

＊ ＊ ＊ ＊ 赤点灯
モジュール異常です。
モジュールがリブートを繰り返すようならば、サービ
スに連絡してください。

緑点灯 緑点灯 消灯 消灯 緑点灯

PLC と接続されていません。
PLC の電源、PLC との配線を確認してください。
GSDML ファイル、PROFINET の IP アドレス、ステーショ
ン名など、コンフィグレーションの設定を確認してく
ださい。

緑点灯 緑点灯 消灯 緑点滅 緑点灯
PLC と接続済で STOP 状態です。
PLC の状態（STOP/RUN）を確認してください。

緑点灯 緑点灯 消灯 緑点灯 緑点灯 PLC と接続済で RUN 状態です。

緑点灯 緑点灯 消灯 緑３回点滅 ＊
デバイスを識別するためのコマンドを受けたときに緑
点滅します。

緑点灯 緑点灯 消灯 ＊ 緑点滅

診断情報を発信中です。
頻繁に起こる場合は、本体負荷やネットワークの状態
に問題がないか確認してください。
上記対応で改善しないときは、通信周期・未更新エラー
検出しきい回数を調整してください。

次ページに続く
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トラブルシューティング

PROFINET モジュールの動作 説明／対処方法READY ACT FAIL NS MS

緑点灯 緑点灯 消灯 赤点滅 ＊
FROFINET のステーション名が設定されていません。
PROFINET モジュールのステーション名を設定してく
ださい。

緑点灯 緑点灯 消灯 赤 2 回点滅 ＊ FROFINET の IP アドレスが設定されていません。

緑点灯 緑点灯 消灯 赤 3 回点滅 ＊
機器の Slot/subslot の構成が、期待されているものと
異なります。GDSML ファイルが正しくない可能性が
あります。

緑点滅 緑点滅 消灯 ＊ ＊ ファームウェアダウンロード中です。

緑点滅 緑点滅 赤点滅 ＊ ＊
ファームウェアダウンロード失敗です。
もう一度ダウンロードしてください。ダウンロード中
はモジュールを抜かないでください。

＊：任意

エラーメッセージと対処方法
GX/GP/GM を使用中に表示されるエラーメッセージです。ここに掲載していないエラーメッ
セージは、本体のユーザーズマニュアルをご覧ください。

コード メッセージ 説明 / 対処方法
108 IP アドレスのネットワーク部が本体の IP アド

レスと一致しません
The network part of the IP address is not the 
same as that of the main IP address.

IP アドレスを確認する。

109 IP アドレスが本体の IP アドレス、またはデフォ
ルトゲートウエイと重複しています
The set IP address  is the same as that of the 
main unit or the default gateway.

IP アドレスを確認する。

553 認識できないモジュールが装着されました
Unrecognized module.

モジュールが正しく装着されているか確認する。
本体のバージョンが R5.02 以降であることを確認す
る。
上記の作業を実行しても再度同じメッセージが出る
場合にはサービスに連絡してください。
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付録

PID制御モジュールチャネルのレジスタ構成
下表は、ユニット 0（メインユニット）、スロット 0 に PID 制御モジュールを装着した場合
のレジスタ構成です。
チャネル番号 内容 備考
0001 ループ 1 の PV PID 演算データ
0002 ループ 1 の SP
0003 ループ 1 の OUT
0004 ループ 2 の PV
0005 ループ 2 の SP
0006 ループ 2 の OUT
0007 入力 1 のデータ 物理チャネルデータ
0008 入力 2 のデータ
0009 出力 1 のデータ
0010 出力 2 のデータ
0011 DI1 のデータ
0012 DI2 のデータ
0013 DI3 のデータ
0014 DI4 のデータ
0015 DI5 のデータ
0016 DI6 のデータ
0017 DI7 のデータ
0018 DI8 のデータ
0019 DO1 のデータ
0020 DO2 のデータ
0021 DO3 のデータ
0022 DO4 のデータ
0023 DO5 のデータ
0024 DO6 のデータ
0025 DO7 のデータ
0026 DO8 のデータ
0027
   | －
0034
0035 ループ 1 のアラーム 1 〜 4 下位 8 ビット
0036 ループ 2 のアラーム 1 〜 4 下位 8 ビット
0037 ループ 1 の自動 / 手動 / カスケード切り替え 1：自動

2：手動
3：カスケード

0038 ループ 2 の自動 / 手動 / カスケード切り替え 1：自動
2：手動
3：カスケード

0039 ループ 1 の運転 / 停止切り替え 1：運転
2：停止

0040 ループ 2 の運転 / 停止切り替え 1：運転
2：停止

0041 ループ 1 のリモート / ローカル切り替え 1：ローカル
2：リモート

0042 ループ 2 のリモート / ローカル切り替え 1：ローカル
2：リモート

0043 ループ 1 の目標設定値番号（SP 番号）選択 1 〜 8
0044 ループ 2 の目標設定値番号（SP 番号）選択 1 〜 8
0045 ループ 1 の PID 番号選択 Read のみ
0046 ループ 2 の PID 番号選択 Read のみ
0047 ループ 1 のオートチューニング状態 Read のみ
0048 ループ 2 のオートチューニング状態 Read のみ

次ページ続く
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付録

チャネル番号 内容 備考
0049 ループ 1 のアラーム ACK 1：アラーム ACK

Read 時 0
0050 ループ 2 のアラーム ACK 1：アラーム ACK

Read 時 0

ステータス情報

５ビット 8ビット

ステータス情報 アラーム一覧

0

エラーコード

RJCエラー
A/D校正値エラー

レベル1
レベル2

レベル3

レベル5
レベル6

レベル7
レベル8

2Byte

上位 下位

レベル4

エラーコード 意味
0 エラーなし
1 スキップ
2 ＋オーバ
3 －オーバ
4 ＋バーンアウト
5 －バーンアウト
6 A/D エラー
7 Invalid データ
16 演算エラー
17 通信エラー
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